
微小世界の不思議
－細菌遊泳の前進と後退で異なる壁面効果－
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マイクロ・ナノテクノロジーの発展 微小世界特有の法則

細菌運動に関する不思議な現象の解明

前進と後退で単極べん毛細菌（ビブリオ菌）の運動特性が異なるという現象

ビブリオ菌 前進・後退の定義
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壁面効果を考慮した
理論解析結果

壁面と細胞の姿勢の両方を考慮する必要
（微妙な違いが大きな違いを生み出す）

他の現象の解析

マイクロ理工学の体系化
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